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1 当科で経験した甲状腺クリーゼの3例
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新潟大学医学部第--･内科

甲状腺 ク リ-ゼは発症機序や誘因が必ず しも

明らかになっていない病態である.また,明確な

診断基準や治療指針が存在 しておらず,2008年

に発表 された診断基準を元に全図調査を行って
いるところである.

2008年4月から2009年 12月までの間に当科

で経験 した甲状腺クリーゼの 3例について基礎

疾患 ･発症誘因 ･検査所見 ･治療 ･予後につい

てまとめた.

①高齢者は容易にクリ-ゼに移行するため外

傷時やアイソト-プ治療時には入院の 巨,慎重な

全身管理が必要であると考えられた.

②クリ-ゼによる症状か単なる併発症なのか

判断に困る場合があるが,救命のた捌 二は疑い例

であってもクリ-ゼに準 じた対応が求められる

と考えられる.甲状腺クリ-ゼはバセ ドウ病の早

期診断や術前甲状腺機能の管理が行われるよう

になり減少してきているが,未だ致死率が高い病

態である.他科の医師が診療に当たる機会も多
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く,早期に診断基準の確立と治療方針の作成が望

まれる.

2 エコーガイド下.甲状腺穿刺細胞診への取り

組み～3年間の結果～
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新潟市民病院内科

甲状腺細胞診の新しい報告様式により,細胞診

の管理精度は相帯事項として検体不適切検体数

は検査総数の 10%以下に留めることが望ましい

とされている.安定した検査体制と精度に対応す

べく,当科は2007年 12月より2人検査体制での

エコ-ガイド下交差法を用いた甲状腺穿刺細胞

診に取 り組んだ.開始時から2010年 4月までの

検査結果 をまとめ た ところ, 検体適 切率 は

4乱0%から74.00/Oまでに改善 した.甲状腺エコ

-の被験者数はのべ895名,結節病変は454箇所

を認めた.その うち,組織診断で悪性と診断され

たのは 48症例 (10.80/a)であった.パパニコロ

ウのクラス分類のクラスⅢ以上の検査精度は,鋭

敏度 91.7%,特異度 47.6%であった.今後チ更な

る検査技術の向上に努めるとともに予後に対 し

ても注目して観察する必要がある.

3 イレッサが奏功 したと考えられる進行甲状腺

癌肺転移の2例
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厚生連刈羽郡総合病院内科

進行甲状腺癌肺転移の症例に対 してイレッサ

を使用 し奏効 した (進行を抑制 した)と考えら

れる2例を経験した.

〔症例 1〕43歳,女性.低分化扇乎 上皮癌,EP
療法,原発巣切除の後,肺転移にイレッサ (16ヶ
冒),その後Carboplatin+WeeklyPaciitaxel併用
療汝を (19ケ剛 継続投与,この間在宅医療が

可能となり,治療開始後 3年 3ケ月の延命効果を

認めた.

〔症例2〕59歳,女性.乳頭癌,原発巣切除,ア

イソ ト-プ内照射施行,その後急速に増大した肺


